
爽
聴
、

七
つ
の
大
西
非

刺
胞
？篭

今
山
本
太
郎
の
天
皇
へ
の
手
紙
に
つ
い
て
一
言
。
ひ

た
す
ら
天
皇
（
皇
族
）
を
「
政
治
利
用
」
し
て
き
た

権
力
政
党
の
議
員
な
ど
の
こ
ぞ
っ
て
の
「
政
治
利

用
」
は
許
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
「
不
敬
ダ
！
」
だ

と
で
も
い
っ
た
非
難
な
ど
チ
ャ
ン
チ
ャ
ラ
お
か
し
い

が
。
山
本
の
国
家
を
神
聖
化
す
る
「
人
間
」
と
し
て

ウ
ル
ト
ラ
に
権
威
づ
け
ら
れ
て
い
る
天
皇
の
権
威
に

す
が
る
心
情
は
、
な
さ
け
な
い
。
こ
れ
は
「
品
位
」

の
問
題
な
ど
で
は
な
い
が
、
運
動
の
初
心
を
裏
切
る

行
為
で
は
な
い
か
。
国
（
天
皇
）
の
権
威
に
す
が
っ
て
、

な
ん
の
反
（
原
発
Ⅱ
国
策
）
か
！
（
天
野
恵
一
）

や
恒
例
の
小
田
実
さ
ん
を
偲
ぶ
会
は
、
今
年
は
皿
月

廻
日
に
「
民
主
主
義
を
殺
さ
せ
ぬ
た
め
に
」
と
し
て

開
か
れ
た
。
そ
こ
へ
突
然
に
提
出
さ
れ
た
特
定
秘
密

保
護
法
案
。
「
法
案
の
欺
陥
を
見
逃
す
な
」
集
会
の

準
備
に
、
玄
香
実
さ
ん
や
こ
れ
ま
で
の
偲
ぶ
会
の

発
言
者
・
協
力
団
体
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
（
本
会

3６

爽
聴
、

七
つ
の
大
西
非

刺
胞
？

も
共
催
団
体
に
）
。
本
号
校
了
の
躯
日
、
参
院
議
員
会

館
で
、
社
民
・
共
産
・
民
主
の
議
員
を
含
む
約
別
名

の
市
民
が
参
加
。
無
限
に
拡
大
適
用
さ
れ
た
治
安
維

持
法
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
声
多
く
、
廃
案
を
誓
い

あ
っ
た
。
（
高
橋
武
智
）

◆
１
９
２
５
年
、
治
安
維
持
法
可
決
成
立
、
衆
議
院

賛
成
２
４
６
諏
反
対
咽
。
認
年
後
「
特
定
秘
密
保
護

法
案
」
審
議
の
国
会
や
如
何
。
☆
ｎ
月
３
日
、
本
誌

所
載
の
通
り
、
第
咽
期
意
見
広
告
運
動
の
開
始
と
な

る
集
会
を
開
催
。
記
録
係
の
私
は
録
音
と
写
真
を
担

当
し
た
の
で
す
が
、
カ
メ
ラ
が
重
く
な
っ
て
き
た
こ

と
に
、
年
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

集
会
後
、
津
地
久
枝
さ
ん
に
サ
イ
ン
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
持
参
し
た
の
は
『
私
の
か
か

げ
る
小
さ
な
旗
』
。
野
馬
労
）

ダ
ム
・

◆
Ｄ
Ａ
Ｍ
と
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
若
者
た
ち
の
間

で
絶
大
な
人
気
が
あ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
。

イ
ス
ラ
エ
ル
在
住
の
彼
ら
は
、
被
差
別
と
貧
困
の
日
々

の
怒
り
を
ア
ラ
ブ
語
ラ
ッ
プ
に
こ
め
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
『
自
由
と
壁
と
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
』
は
、
彼
ら
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が
ガ
ザ
や
西
岸
の
ラ
ッ
プ
仲
間
と
心
を
通
わ
せ
、
分

離
壁
を
乗
り
越
え
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
く
ま
で

を
描
く
。
⑫
月
以
日
か
ら
渋
谷
の
シ
ア
タ
ー
・
イ
メ
ー

ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
公
開
さ
れ
る
。
絶
望
的
な
状
況
の

中
か
ら
表
現
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
す
パ
レ
ス

チ
ナ
の
若
者
た
ち
の
姿
が
舷
し
い
。
（
本
野
義
雄
）

小
こ
れ
ほ
ど
悪
化
す
る
政
治
状
況
の
中
で
、
私
た
ち

の
声
は
な
ぜ
広
が
ら
な
い
の
か
。
主
張
が
間
違
っ
て

い
る
の
か
、
耳
を
傾
け
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
社
会

が
バ
カ
な
の
か
…
…
伝
え
よ
う
と
す
る
私
た
ち
の
気

持
ち
と
工
夫
が
足
り
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
だ
け
の
自
己
満
足
的

な
運
動
は
卒
業
し
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
と
明
快
な

論
理
で
表
現
し
、
与
件
で
あ
る
こ
の
社
会
の
共
感
を

得
る
た
め
の
発
信
力
、
そ
れ
が
今
の
市
民
運
動
の
課

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
野
瀧
信
一
）

◆
ｕ
月
朗
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
一
全
国
ス
ラ
ッ
プ

訴
訟
止
め
よ
う
！
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
に
い
っ
て
き
ま
し

た
。
高
江
へ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い
住
民
の
会
、
経
産
省

前
テ
ン
ト
ひ
ろ
ば
、
上
関
原
発
阻
止
被
告
団
ほ
か
が
一

堂
に
会
し
、
企
業
や
政
府
が
メ
ン
バ
ー
個
個
人
を
提
訴

す
る
〃
口
封
じ
訴
訟
″
攻
撃
を
、
繋
が
り
あ
う
力
で
は

ね
か
え
そ
う
と
力
強
く
亘
一
一
一
尾
今
号
に
寄
稿
さ
れ
た
岡

田
和
樹
さ
ん
も
被
告
団
の
一
人
で
す
℃
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟

の
周
知
と
支
援
の
輪
の
広
が
り
に
少
し
で
も
協
力
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
◎

（
阿
部
め
ぐ
み
）

◆
東
京
大
空
襲
を
体
験
し
た
母
の
恨
み
は
、
母
の
弟

が
国
民
学
校
入
学
前
検
診
で
入
学
を
拒
否
さ
れ
、
以
来
、

家
か
ら
外
に
出
ず
死
ぬ
ま
で
教
育
と
は
無
縁
だ
っ
た
事
ｂ

小
児
ま
ひ
の
為
○

宥
馬
陛
珍

葱言
がご’
。１１
１．尋、

Ｉ．
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